
教育デザイン研究　第６号（2015年１月）　　　53

学生発表会

教育デザインフォーラム　学生発表会の報告

大学院運営委員会教育デザイン小委員会

西　栄二郎・中川　辰雄・満尾　貞行

横浜国立大学教育学研究科一年生の必修科目である

コア科目「教育デザイン」の授業の一環として行われた、

学生によるポスター発表会「教育デザイン」の実施報

告である。

2014 年 10 月 25 日土曜日、第 9 回横浜国立大学ホー

ムカミングデーと同日に行うことで、広く一般の学生

や卒業生等も気軽に参加できることを狙いとした。当

日は、約 150 名の学生（修士課程、学部生）と約 20

名の教員を中心に一般の方や高校生の参加もあり、活

発な意見交換が行われた。

昨年度に続く四回目の実施形態で、教育人間科学部

講義棟７号館２階の２教室（201、211 室）と３階の

10 教室を会場とし、202、203 室を予備とした。全

16 領域 22 題の発表を前後半の 2 グループに分け、各

部屋 2 グループずつ約 40 分間ずつの交代制をとる方

法は、昨年度と同様である。各発表者は約 15 分の発

表（質疑応答２〜４分程度を含む）を連続して２回繰

り返すことで、より多くの学生等に発表をきいてもら

うように時間を配分した。教育デザインの授業の一環

であるため、修士課程 1 年による取組みの中間発表を

行う例と、教育デザインや関連科目の教育インターン

を修了した修士課程２年による発表例があった。

教育デザイン小委員会委員 3 名が説明を行った後、

各部屋に分かれて、ポスター作成や貼付、資料の配布

等を準備した。聴衆のための椅子の配置等は各部屋に

配属された学生によって行われた。ほとんどの発表に

おいて、黒板等にポスターを貼り、その前で順次説明

をしていく方式が多く見られたが、聴衆用の椅子を取

払い、ポスターのすぐ前で発表に聞き入る例もあった。

今回の発表会でみられた特徴的な取組みとしては、

広いスペースを有効に使う例（国語教育や日本語教育）

が見られた。ポスターもカラフルなものやすぐに張替

えられるものなど、工夫されたものが多く見られた。

これまでの学生発表会も同様であるが、この教育デ

ザイン発表会は、いわゆる学会発表とは目的も形式も

異なるものである。様々な領域の多様な教育教材や研

究事例を身近なものとしてとらえることのできる格好

の場であろう。学会のようなある特定分野の高度に専

門的な内容のみの発表ではなく、修士課程に属する発

表者も研究分野の異なる学生諸氏や先輩方に意見をも

らえ、学生や聴衆も異分野から刺激をもらうことがで

きる。教育デザインという科目の中の 1 コマではある

ものの、この発表会のもつ意義は大変大きいと思われ

る。

来年度以降もホームカミングデーを利用して発表会

が行われていく予定である。修士課程の学生や担当教

員はもとより、より多くの方々の参加を望みたい。

ポスター発表題目・発表者（専攻）一覧

特別支援教育・澤田祐也

知的障害児における運動スキルの転移と保持に与える

影響—言語による KR の頻度と練習スケジュールの違

いによる検討—

臨床心理学・藤本健資

青年期における対人不安とマスク着用の関連について

日本語教育・奥薗克彦

地域日本語教室における進路教育の取り組み～荒川区

多文化共生センターの事例を通して～

音楽・山本奏恵

「エル・システマ」にみる文化としての音楽教育デザイ

ン

家政・内田　歩

学校全体で取り組む食育の推進に関する現状と課題 ～

教員及び学校栄養士へのアンケート調査の結果から～
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家政・大矢幸江

きもの文化の伝承をめざした教育プログラムのデザイ

ン

理科・松尾香菜子

セミの抜け殻の形態学的研究を応用した教材開発と授

業実践

技術・綦　妍

中学生の情報端末の使用経験とキーワード検索の活用

状況との関連性

技術・季　暉

HTML と CSS による中国留学生の Web ページ制作学

習を支援する教材の開発

国語・小水（富永）亮子

書くことの資質・能力はどのように育成されるか〜

８６８人のアンケート調査をもとに〜

国語・那須充英

『古事記』教材化の考察－英訳『Kojiki』との比較を通

じて－

英語・太田恵理子

協同学習を通したライティング指導

英語・田中大樹

コミュニケーションにつながる英文法指導をめざして

保健体育・遠藤祐輝、松浦　晨

運動系課外活動における適正運動量の推定の提案にむ

けて−心電図 R-R 間隔から見た自律神経機能の評価−

保健体育・布田健人

持続的一定筋力発揮時の表面筋電位積分値と主観的疲

労度の推移

数学・占部　諒

協同の学びにおける、子どもの聴くという行為につい

て

社会・黒田朋弥、池田 純、内田菜月、

今野綾香、佐野隆太、田邉走美、

塚越眞理子、内藤和貴、郎 晨

一般校との学的連携を基軸とした授業研究−生徒の「分

からなさ」を巡って−

心理・山口　源

高校生の「とりあえず進学」と進路選択自己効力感と

の関連に関する分析

心理・岡本弥生

養護教諭の専門性を活用した集団保健指導の学習環境

デザイン

美術・平星允彬

思春期における描画の危機−その原因の分析と学習指

導のありかた−

臨床教育学・峯村恒平

子どもたちの進路形成とその階層性に関する一考察

—塾の意味についての多角的検討から−

教育学・渡辺知和

〈先生〉として成長するとき−教師のインタビューを通

して−


